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令和元年度マタギの地恵体験学習会 

―北秋田の農村で命をいただく― 事業概要 

 

１．事業の目的 

参加者が、国立市では学ぶことができない北秋田市の文化を体験すること

で、国立市との文化の違いを体感し、国立市の文化についても改めて興味・関

心を持つことや、森林環境学習を目的とした植林体験を行うことで、さらに新

たな学びの機会につなげることを目的としています。合わせて、事業を通じ、

友好交流都市協定を結んでいる北秋田市との文化交流の促進を目的としていま

す。 

 

２．日程 

 ８月１６日（金）～１９日（月）３泊４日 

 

３．実施場所 

 北秋田市内 

 

４．参加者 

国立市在住の小学校４～６年生の児童１１名 保護者１１名 （随行職員３名）  

 ※国立市の児童以外に、北秋田市が募集した児童・生徒３１名も参加。 

 

■北秋田市と国立市について 

国立市は長年、旧合川町(現北秋田市)と児童交流を行ってきました。合川地区

の伝統行事である「まと火」を国立市で再現するなど交流を深め、平成 30 年

10 月に教育・文化・経済・観光等の分野において、広く市民相互の交流を図る

ことを目的に、「国立市・北秋田市友好交流都市協定」を締結いたしました。 

 

■本事業の財源について 

平成３１年に新設された森林環境譲与税を財源として活用しています。 

 

■マタギとは？ 

北秋田市が発祥とされる、狩猟をして生活する人々のことです。マタギは自

然界と人間界をまたぎ、また、１年間四季をまたいで山と関わって活動をしま

す。マタギがいるからこそ山と人間との調和がとれているとされており、クマ

が里に下りてこないよう山道の整備や生態系を守る活動などもしています。 

 

※ 本報告書には、「命の学習」の一環としてニワトリを解体する写真などが含

まれます。 
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活動報告 
■１日目  ８月１６日（金） 
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■国立市から北秋田市へ 

 出発日早朝、国立市役所に集合した１１組の親子たち。東京から秋田へ新幹線で移動し長時間の

移動でしたが、北秋田市へ向かう秋田内陸縦貫鉄道の車窓からは田んぼアートや、美しい渓谷の風

景など早速秋田の魅力を感じることができました。 

 

■結団式 

 いよいよ、地元の子どもたちも含めて参加者全員が集合し、結団式が行われました。はじめに、マ

タギの地恵体験学習会実行委員会の佐藤慶博委員長から、「北秋田の大自然を楽しんでほしい」とい

うことや、北秋田市の津谷永光市長からは、「風習や文化の違いを感じ取って、生きる知恵としてほ

しい」というご挨拶がありました。また、ニワトリを絞めることを、秋田弁でニワトリを「はやす」

というお話がありました。 

 

  ←秋田内陸縦貫鉄道の車窓から見える田んぼアート 

↓貸切車両で、秋田内陸縦貫鉄道の彩り豊かな駅弁を食べました。 

（ 左 ）エイエイオーと鬨の声を上げる様子。 

（右上）マタギの地恵体験学習実行委員会 佐藤委員長のご挨拶 

↓（右下）地元の方々と友情の握手をして、いよいよ学習会の開始です！ 
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■マタギ弟子入り体験① 

 マタギ弟子入り体験として、ニワトリの毛むしり体験や、きりたんぽ作り体験、イワナをさばく

体験、山菜の皮むき体験をしました。ニワトリの毛むしり体験については、「はやした」ばかりのま

だ温かいニワトリの毛をむしった後、地元の方が解体する様子を見学しました。 

 

■夕食交流会 

地元の方が調理してくれた焼き鳥や山菜炒めを食べながら、マタギの方のお話を聞きました。マ

タギは余分な狩りは行わず、必要な命を必要な分だけ「授かる」ということや、授かった命は新人マ

タギもベテランマタギもみんな平等に分け合うというお話を聞きました。また、子どもたちからも

「マタギは秋田県以外にもいるのか」ということや、「マタギは何種類の動物を狩ることができるの

か」など、たくさんの質問が挙がりました。 

 

 

 

↑マタギの方のお話。背中に

羽織っている毛皮はなんと秋

田犬の毛皮。死んでしまった

秋田犬を毛皮として大事に活

用しているそうです。 

↓焼き鳥やきりたんぽ鍋をみんなでいただきます！ 

↑→ニワトリの毛むしりやきりたんぽ作り体験をする様子。 

- 5 -



■２日目  ８月１７日（土） 
  

※雨天のため、行程が一部変更となりました。 
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■マタギ弟子体験入り②③ 

マタギ弟子入り体験②では、１５分ほど山を登り、白糸の滝を見学しました。 

マタギ弟子入り体験③はカジカやアユなどの川釣りを予定していましたが、直前に通過した台

風の影響で川が増水していたため、「風穴見学」に変更となりました。山に入ってしばらくすると

大きな穴があり、真夏の蒸し暑い日に、その空間だけひんやりと冷蔵庫のような空気が流れてい

ました。この風穴は、自然が生み出した現象だそうです。 

 

■ダム見学 

 午後は森吉山ダムへ移動し、ダム職員の方にパネルや模型を使ってダムの説明や案内をしていた

だきました。森吉山ダムには、家庭に水を供給すること、農地に水を供給こと、河川が乾くのを防ぐ

こと、水力発電を行うこと、さらに大雨が降ったときに洪水を防ぐことなど、５つの役割があるこ

とを教わりました。また、ダムの地下 60 メートルにある監査廊と呼ばれるトンネルも歩くことが

できました。 

  

↑早起きして「白糸の滝」へ。舗装されていない山道を登る

のは大変でしたが、やっとたどり着いた滝は水しぶきが気持

ちいい！ 

←お昼ご飯はダ

ムカレー。小林悠

祐さんの号令で

いただきます。 

↓風穴を見学する様子 

↓ダム見学の様子 
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■カヌー体験 

 森吉山ダムの湖のほとりにある「森吉四季美湖」でカヌーやイカダ体験を行いました。カヌーは

２人ずつ、イカダは４人ずつで乗るため、参加者たちは、はじめは上手く息が合わずに進みたい方

向に進めない様子でしたが、時間が経つにつれコツを掴み、協力しながらスイスイと漕ぎ進んでい

ました。 

 

■マタギ弟子入り体験④ 

 この日の夜は妖精の森キャンプ場に移動し、自分たちで協力し合いながらテント設営に挑戦しま

した。テント設営が終わったあとはマタギの方が用意してくれた手作りの「豚のくんせい焼き」を

食べました。夕食の後は自分たちで作った「トーチ」を使ってキャンプファイヤー。この日は雲が多

く、星空は見えませんでしたが、キャンプファイヤーの後は地元の人が弾いてくれるギターに合わ

せてみんなで合唱をするなど、にぎやかに過ごしました。 

 

 

 

↓マタギの方が用意してくれた「豚のくんせい焼

き。」くんせい焼きにする装置もマタギの方の手作

りです。 

 

↑この日はみんなでテントを組み立ててキャ

ンプ。キャンプファイヤーも行いました。 

 

←↓カヌーやイカダを体験する様子。 
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■３日目  ８月１８日（日） 

  

※予定を変更し、大人も伊勢堂岱遺跡見学に行きました。 
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■マタギ弟子入り体験⑤ 

 北秋田市と国立市が連携して実施する「都市と山村の友好の森事業」の一環として、植林体験を

行いました。この事業の１年目である今年度は植林体験を行いましたが、２～７年目頃は苗木に支

障を及ぼす雑草などの下刈り体験、それ以降も除伐や枝打ち、間伐などを経て、約 50～60年後に

は公共建築物等に木材として利用されることを視野に入れています。 

 植林体験は、まず北秋田市の職員の方から植林を行うにあたっての説明や注意を聞き、国立市以

外の子どもたちは地元の大人の方と２人ペアで、国立市の参加者は親子で２人ペアになって、2,000

平方メートルの敷地にスギのコンテナ苗 600 本を植えました。炎天下での力作業で大変でしたが、

植林を終えた後は、「いつかまた秋田に来たときは植えた木の様子を見に来たい」など、自分たちの

手で植えたたくさんの苗木に愛着を感じている様子でした。 
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■伊勢堂岱遺跡縄文館 地域体験学習 

伊勢堂岱遺跡縄文館にはジュニアボランティアガイドという小学生から高校生までのガイドが在

籍しており、２名のジュニアボランティアガイドが遺跡を案内してくれました。 

伊勢堂岱遺跡は縄文時代後期の遺跡で、４つの環状列石（たくさんの石をサークル上に並べたも

の）を主体とする大規模な遺跡です。環状列石は秋田県以外でも発掘されていますが、４つも集中

しているのは他にありません。伊勢堂岱遺跡を含む「北海道・北東北の縄文遺跡群」は、2019 年

7 月にユネスコ世界文化遺産の国内推薦候補に選定され、2021 年の世界文化遺産登録を目指して

います。 

 また、伊勢堂岱遺跡ではたくさんの土偶が見つかっており、参加者たちは土偶の人気投票を行っ

たり、ジュニアボランティアガイドに熱心に質問などをしておりました。 

 なお、保護者は「北秋田市民族芸能大会」鑑賞の予定でしたが予定を変更し、保護者も伊勢堂岱遺

跡の見学を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑伊勢堂岱遺跡を案内してくれ

たジュニアボランティアガイド

の２人。 

この日の晩ごはんはバーベキュー。 

地元の方々が腕を振るってくれました。 

→ジュニアボランティアガイド

のお話を熱心に聞く様子。 
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■４日目  ８月１９日（月） 
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■いのちの学習会（くまくま園） 

 クマはマタギにとって山の神様から授かる特別な動物で、このくまくま園では園長の案内でツキ

ノワグマやヒグマを見学したり、エサを投げ与えることができました。また、展示室ではクマの骨

や足跡を見学したり、園長によるクマクイズで盛り上がりました。 

 

■マタギ語り（マタギ資料館） 

 マタギ資料館では、先祖代々マタギを継いでいる方からのお話を聞くことができました。「マタギ」

という語源は、江戸時代の国学者・紀行家と知られる菅
すが

江
え

真澄
ま す み

が山刀（ナガサ）をさしていた人を

「万太幾」と記したことが一説にあるそうで、実際にこのマタギの方が使用している山刀（ナガサ）

なども見せてくれました。また、子どもたちは実際のクマの毛皮をかぶり、爪の鋭さや、暖かさを感

じることができました。 

 

  

↑ マタギ資料館で先祖代々マタギを継いでいる方のお話を聞く様子。 

→ クマの毛は１本１本がしっかりしていて固い！ 

 

↑ 園長さんの案内でくまくま園を見学する様子。 
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■釣り体験（遊遊ガーデン） 

 お昼前からは遊遊ガーデンで釣り体験を行いました。この日の釣り体験はお昼ごろに行ったため、

通常は魚たちが寝ており釣れにくい時間帯でしたが、十分な魚を釣ることができ、地元の釣り名人

も驚いたほどでした。 

 体験学習会のみんなで食べる最後の食事は、自分たちで釣った魚を炭火焼にしたものです。また、

地元の方からは「川からいただいたお魚も大事な命です。残さずに食べましょう。」とアナウンスが

ありました。 

 

■解散セレモニー 

 いよいよ体験会最後のプログラム。国立市生涯学習課の伊形課長からは、「インターネットでは分

からない、体で感じ学ぶことができたのでは」というお話や、国立市から参加した北里鴻太郎さん

や、他２名の児童から４日間で体験した楽しかったことや、学んだことについて発表がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑釣った魚は炭火で塩焼きにして昼食にいただきま

した。山だけでなく、川でいただいた命にも感謝し

て、いただきます！ 

↑ 解散セレモニーで、３名が児童代表として感想

発表をしてくれました。 

 

→３泊４日の学習会もあっという間に終わり、地元の

方々ともお別れです。東京では体験できない、たくさ

んのことを教えてくれてありがとうございまし

た！！ 
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作文（児童編） 

 

【テーマ】 

マタギの地恵体験学習会を通じて

感じたこと・学んだこと 
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13844
フリーテキスト

　　国立市立第六小学校５年生　　青木 由凪さん

13844
フリーテキスト

　　国立市立第四小学校４年生　　大橋 賢二さん
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13844
フリーテキスト

　　国立市立第八小学校４年生　　小川 朱雀さん

13844
フリーテキスト

　　国立市立第八小学校４年生　　小林 悠祐さん
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13844
フリーテキスト

　　国立市立第四小学校６年生　　北里 鴻太郎さん

13844
フリーテキスト
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13844
フリーテキスト

　　国立市立第三小学校４年生　　佐藤 倫哉さん

13844
フリーテキスト

　　国立市立第七小学校４年生　　原島 聡明さん
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13844
フリーテキスト

　　国立市立第八小学校４年生　　鈴木 帆介さん

13844
フリーテキスト
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13844
フリーテキスト

　　国立市立第八小学校４年生　　藤居 勇太さん

13844
フリーテキスト

　　国立市立第三小学校４年生　　藤谷 燈さん
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13844
フリーテキスト

　　国立市立第五小学校５年生　　森口 晴喜さん



 

 

 

作文（保護者編） 

 

【テーマ】 

マタギの地恵体験学習会を通じて

感じたこと・学んだこと 
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13844
フリーテキスト

　　保護者　　青木 岳夫さん

13844
フリーテキスト
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13844
フリーテキスト

　　保護者　　大橋 一輝さん

13844
フリーテキスト
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13844
フリーテキスト

　　保護者　　小川 俊治さん

13844
フリーテキスト
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13844
フリーテキスト

　　保護者　　小林 純子さん

13844
フリーテキスト

　　保護者　　佐藤 芙実さん
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13844
フリーテキスト

　　保護者　　鈴木 孝一さん

13844
フリーテキスト
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13844
フリーテキスト

　　保護者　　原島 綾さん

13844
フリーテキスト
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13844
フリーテキスト

　　保護者　　藤谷 通衣さん

13844
フリーテキスト
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13844
フリーテキスト

　　保護者　　藤居 隆弘さん

13844
フリーテキスト

　　保護者　　森口 賢二さん
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13844
フリーテキスト

　　保護者　　北里 圭司さん



 
 

令和元年度マタギの地恵体験学習会 

主催 北秋田市、北秋田市教育委員会 

   マタギの地恵体験学習実行委員会 

共催 秋田県教育委員会 

 

報告書作成 

国立市教育委員会 生涯学習課 

〒186-8501 東京都国立市富士見台 2-47-1 
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13844
四角
ここにメモを書いてください。


